
問　
能
登
半
島
地
震
の
避

難
の
現
状
を
見
れ
ば
、
今

の
避
難
計
画
で
は
不
十
分
。

複
合
災
害
を
想
定
し
た
計

画
の
見
直
し
を
す
べ
き
。

答　
計
画
に
不
足
は
な
い

が
、
幹
線
道
路
が
通
行
不

能
と
な
っ
た
場
合
の
対
応

は
重
要
。
緊
急
時
対
応
の

取
り
ま
と
め
の
際
、
国
・

県
・
関
係
機
関
で
対
策
が

整
理
さ
れ
る
と
考
え
る
。

問　
避
難
が
１
カ
月
目
安

は
短
い
。
そ
の
後
の
対
策

は
。
別
な
避
難

道
路
の
検
討
状

況
は
。
第
二
の

避
難
先
を
確
保

す
る
見
通
し
は
。

答　
避
難
期
間

が
１
カ
月
以
上

問 複合災害含めて
� 避難計画見直しを

答 国の判断を待って見直しを考える

に
及
ぶ
場
合
は
、
応
急
仮

設
住
宅
の
提
供
、
公
営
住

宅
・
賃
貸
住
宅
の
活
用
を

行
う
。
橋
や
道
路
が
通
行

不
可
の
時
は
、
避
難
す
る

際
に
被
災
道
路
の
情
報
提

供
を
す
る
。
第
二
の
避
難

先
は
、
茨
城
県
が
他
県
と

の
調
整
を
進
め
る
と
承
知

し
て
い
る
。

問　
村
民
３
８
０
０
０
人

は
避
難
先
３
市
の
人
口
の

16
％
に
も
あ
た
り
、
避
難

す
れ
ば
す
ぐ
に
上
下
水
道

な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
が
壊
滅

す
る
。
そ
の
対
策
は
。

答　
例
え
ば
ト
イ
レ
は
民

間
事
業
者
と
の
連
携
・
協

力
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
き
た
。
避
難
先
３

市
の
災
害
時
応
援
協
定
の

準
用
も
一
つ
の
方
法
。「住民避難計画」と

３月 10日号の「広報とうかい」

問　
予
算
執
行
の
中
で
創

意
工
夫
に
よ
る
経
費
削
減

や
財
源
確
保
な
ど
を
行
っ

た
場
合
に
、
そ
の
額
の
一

定
割
合
を
翌
年
度
の
各
部

課
予
算
の
配
分
額
に
加
算

で
き
る
節
減
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
制
度
を
導
入
し
て

は
ど
う
か
。

答　
こ
の
制
度
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
り
、
限
ら
れ

た
予
算
の
有
効
活
用
や
職

員
の
予
算
に
対
す
る
意
識

改
革
が
図
ら
れ
、
事
業
の

ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
に

も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
今

後
実
施
自
治
体
の
事
例
を

参
考
に
研
究
す
る
。

問　
今
後
中
長
期
的
に
歳

入
の
減
少
や
社
会
保
障
費

な
ど
の
増
加
が
見
込
ま
れ

問 若者夢応援基金の設立を
答 今後必要に応じて検討する

る
。
投
資
的
経
費
が
限
ら

れ
て
い
く
中
で
も
若
者
に

優
し
い
東
海
村
で
あ
る
た

め
に
「
若
者
夢
応
援
基

金
」
の
設
立
を
提
案
す
る
。

剰
余
金
を
こ
ち
ら
に
入
金

で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど

う
か
。

答　
現
在
剰
余
金
は
財
政

調
整
基
金
等
に
積
立
を
行

い
有
効
活
用
し
て
い
る
。

今
後
子
ど
も
や
若
者
に
対

す
る
事
業
と
し
て
、
複
数

年
に
ま
た
が
っ
て
事
業
を

展
開
す
る
場
合
や
将
来
的

に
大
き
な
支
出
が
必
要
に

な
る
場
合
な
ど
、
必
要
に

応
じ
て
検
討
す
る
。

地域で子どもや若者を応援する仕組みが必要

宮
み や

本
も と

　翔
しょう

太
た

　議員

阿
あ

部
べ

　功
こ う

志
し

　議員
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問
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